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シンポジウムの開催にあたって 

 

日本学術会議農学委員会・食料科学委員会合同農学分野の参照基準分科会によって

「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準（農学分野）」が検討さ

れています。この参照基準の策定は、平成 22 年の「大学教育の分野別質保証の在り方」

や平成 20 年の「対外報告：農学教育のあり方」に基づくものです。参照基準（案）が

まとめられて、2014 年 7 月 29 日に広く意見を求めるための公開シンポジウムも開催さ

れました。現在は案の段階ですが、全国農学系学部長会議からの意見をふまえたり、第

23 期日本学術会議でのさらなる検討を重ねたりして最終版とする予定であるというこ

とです。 

公開シンポジウムで紹介された参照基準(案)では、農学の定義、農学の固有の特性、

農学を学ぶすべての学生が身につけることを目指すべき基本的な素養、学習方法及び学

習成果の評価方法に関する基本的な考え方、そして市民性の涵養をめぐる専門教育と教

養教育との関わり、という内容でまとめられています。各大学はそれぞれのミッション

に従って教育を提供しており、参照基準（案）はこの教育の質を向上させるための示唆

に富むものです。畜産学領域で参照基準を検討して教育課程の編成に活かすことは、教

育の質を保証して、社会による畜産学の理解やこれから畜産学を志す学生諸氏にも有益

です。 

今年度の畜産学教育協議会シンポジウムでは、今後の畜産学教育を広い視点で考える

ために、近畿大学生物理工学部の入江 正和 先生に「産官学から考える畜産学の研究・

教育の強化」というご講演をいただきます。 

次に、今回のシンポジウムに先立って、本教育協議会は昨年度のシンポジウム「社会

が求める大学の畜産学教育」でのご意見や参照基準(案)をもとに、各大学が現在開講し

ている開講科目の情報をアンケートでご回答いただきました。今回は畜産学教育の質の

保証との関連で、畜産学分野教育の特徴、求められる学生の素養、特徴的な学修方法等

について理解を深め、とくに「学修方法」を充実させるためにどのようなアイデアや課

題があるかということを中心に意見交換します。 

アンケートにご協力いただいた大学には有難うございました。今後も「日本学術会議」

や平成 26 年 3 月に発足した「畜産学アカデミー」のご助言もいただきながら、畜産学

教育協議会での検討を重ねて、畜産学教育の充実を継続的に協議する必要があると思っ

ています。 

 

会長 吉村幸則 

広島大学大学院生物圏科学研究科 
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平成 26 年度畜産学教育協議会シンポジウム 

畜産学教育の質保証の在り方を考える 

 

主催 畜産学教育協議会 

後援 (公社)日本畜産学会 

 

日時：平成 27 年 3 月 27 日(金) 13:30-15:30  

会場：宇都宮大学峰キャンパス ４号館 1341 教室 

〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町 350 

 

プログラム 

 

13:30- 

会長挨拶 

吉村幸則（広島大学大学院生物圏科学研究科） 

 

13:35- 

講演「産官学から考える畜産学の研究・教育の強化」 

入江 正和 先生 (近畿大学生物理工学部) 

 

14:15- 

畜産学教育の質保証の在り方についての意見交換 

(1) 開講科目の状況に関するアンケートの集計報告 (事務局) 

(2) アンケートに回答して（コメント） 

  上曽山 博 先生 (神戸大学大学院農学研究科) 

(3) 総合討論 

 

15:15- 

総会・会務報告 

 

15:30 

閉会 
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畜産学教育の質保証の在り方についての意見交換 

 

「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準（農学分野）」（案）では、

「学習方法」について、総合科学の基礎となる幅広い知識の獲得、および実際科学であ

る農学を実践する能力をはぐくむために、農学的視野・視点の涵養、応用科学的な知識・

技術の習得、課題設定能力・問題解決能力とコミュニケーション能力の向上、および国

際感覚と倫理観の涵養をめざす学修教育体系の構築が必要と述べられています。 

畜産学・獣医学分野の特徴や、学生が身に付けるべき基本的な素養、学修方法等につい

ても述べられており、これには次のような要点があげられます。 

① 畜産学・獣医学分野は、産業動物、伴侶動物、野生動物、実験動物等を対象とする

基礎生命科学及び応用動物科学で、福祉に配慮しながら動物を飼養管理し、育種改

良と繁殖を促し、獣医療及び公衆衛生を介し、良質な畜産物や派生する生産物を安

全・安定的に供給することで、人類の食と豊かな生活の基盤を支えてゆく分野であ

る。 

② 基本的な素養として、生きた動物を取り扱い、それらの動物がヒトを含め、健全な

環境で維持されること、それが人類の生存と福祉に重要な役割を担っていることを

十分に理解することが求められる。学生は自ら正確な知識をもち、問題点を解決す

る意識を醸成し，それらを一般市民や次世代の人たちに正確に伝えられる必要があ

る。 

③ 特徴的な学修方法として、教室での講義や研究室での実験にとどまることなく、様々

な特色や能力をもつ動物を直接観察し、家畜・動物の飼養・健康管理、生産技術の

一端を体験すること、各領域を融合する姿勢と実習、産官との共同研究等の社会体

験を必要不可欠とする。 

 

一方、畜産学教育協議会は、現在開講している畜産学領域の講義・実習等科目等をアン

ケート形式で各大学にうかがいました。アンケートの内容は、昨年度の本教育協議会シ

ンポジウム「社会が求める大学の畜産学教育」でのご意見や学術会議の「参照基準(案)」

をもとにして設定しました、その結果を資料として添付しました。各大学の開講科目は

ミッションに沿って提供されているものですが、自大学の教育の質を向上させるために、

他大学の開講科目等の状況も参考にすることは有意義と思います。 

 

平成 26 年度畜産学教育協議会シンポジウムでの協議事項 

参照基準(案)やアンケート結果を参考に、畜産学分野の「固有の特徴」、「固有に求めら

れる素養」、「特徴的な学修方法」のとらえ方を深化させ、とくに教育の質の保証に関連

する「学修方法」を充実させるためにどのようなアイデアや課題があるかということを

中心に意見交換します。 

-11--21--11-
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畜産学教育の現況に関するアンケートの内容  

 

各大学では教育の質の向上をはかるためにいろいろな取り組みをされています。その際

に自大学の自己点検評価に加えて他大学の開講科目等の状況も参考にすることは有意

義と考えられます。教育協議会では、学術会議の「参照基準(案)」の「学習方法」に関

わる項と、平成 25 年度シンポジウム「社会が求める大学の畜産学教育」での協議内容

を参考に、開講科目の状況についてのアンケートを行いました。回答は 24 大学からい

ただきました。 

 

アンケートでは、先ず、①基本情報として、「畜産学分野で独立した教育プログラム（単

独プログラム）」か、または「畜産学教育が農学系の他の分野と合同の教育プログラム

（複数基本分野プログラム）」か、という各大学における教育プログラム体制や、学生

数や教員数、卒業要件単位数などをうかがいました。 

 

そのうえで、学修方法に関わる、現在の開講科目について以下の質問をさせていただき、

3 科目以内を回答していただきました。 

②農学的視野・視点を涵養するための学修方法 

・農林水産業の歴史と社会における農学の役割・機能にふれる科目 

・食料生産・食品の現状と課題を含む科目 

・応用生命科学としての農学の発展にふれる科目 

・環境問題のための農学の役割にふれる科目 

 

③ 畜産学の課題解決に必要な応用科学的知識・手法を習得するための学修方法 

・畜産学全般を概論する科目 

・世界の畜産の多様な事例にふれる科目 

・家畜育種学関連科目 

・家畜繁殖学関連科目 

・家畜飼養学関連科目 

・草地学関連科目 

・家畜管理学・行動学関連科目 

・家畜生体機構学関連科目 

・家畜衛生学関連科目 

・畜産物製造学関連科目 

・食品衛生学関連科目 

・野生動物学関連科目 

・実験動物学関連科目 

-12--22--12-
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・農業経済学・経営学関連科目 

・統計・情報関連科目 

・その他の科目 

 

④ 畜産学分野の課題設定・解決能力向上のための学修方法 

・卒業論文 

・家畜育種学関連実験実習 

・家畜繁殖学関連実験実習 

・家畜飼養学関連実験実習 

・家畜管理学関連実験実習 

・家畜生体機構学関連実験実習 

・畜産物製造学関連実験実習 

・家畜を主な対象とする農場実習 

・一般の農場実習 

・インターンシップ 

・その他の科目 

 

⑤ コミュニケーション力・説明力向上のための学修方法 

・プレゼンテーション技術習得に有効な科目 

・科学コミュニケーション力習得に有効な科目 

・専門英語活用能力の向上に有効な科目 

 

⑥ 国際感覚の涵養のための学修方法 

・ グローバルな課題に関する知識の向上を図ることを意識した講義科目 

・ グローバルな課題を実際に体感するためのインターンシップや実習・演習 

 

⑦倫理観の涵養のための学修方法 

・ 食料や生物資材、生命、環境における倫理に関する講義や演習等 

・ 研究者倫理、技術者倫理に関する講義や演習等 

 

 

-13--23--13-
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アンケート結果の概要 

 

畜産学の教育コース（教育プログラム）の体制として、「畜産学分野で独立したプロ

グラム」と「農学系プログラムの一部」に大別して、コース内の 1 学年学生数とコース

担当教員数を資料１（P20）に示した。「畜産学分野で独立したプログラム」において

は、国立大学では学生数 15-40 名（平均 25.1 名）、教員数 6-20 名（平均 11.6 名）、教

員一人当たり学生数は 2.2 名で、私立大学では学生数 80-180 名（平均 129.5 名）、教員

数 9-20 名（平均 17.3 名）、教員一人当たり学生数は 7.5 名であった。「農学系プログラ

ムの一部」の場合は国立大学だけで、学生数 25-155 名（平均 71.5 名）と教員数 9-91

名（平均 42.3 名）で、教員一人当たり学生数は 1.7 名であった。 

卒業要件単位をみると、教養科目は 16-48 単位で範囲の幅があった。このうち英語科目

は 3-8 単位という範囲であったが、8 単位の設定が約半数の 10 大学であった。専門科

目は 80-106 単位での幅が見られ、80 単位台が 12 大学、90 単位台が 5 大学、100 単位

台が 5 大学であった。平均値は資料 1（P20）を参照。 

 

 

２．農学的視野・視点を涵養するための学修方法 

No 事項 開講してい

る大学の割

合（％） 

開講大学の

内、必修また

は選択必修

としている

大学の割合

（％） 

備考 

 

2-1 農林水産業の歴史と

社会における農学の

役割・機能にふれる

科目 

100 ‐ 概論や入門をはじめとして

多様な科目が見られる。 

2-2 食料生産・食品の現

状と課題を含む科目 

90.9 ‐ 概論や入門をはじめとして

多様な科目が見られる。 

2-3 応用生命科学として

の農学の発展にふれ

る科目 

81.8 

 

‐ 概論や生命科学の名称を含

む科目が多い。 

2-4 環境問題のための農

学の役割にふれる科

目 

95.5 

 

‐ 環境、概論等を含む名称の科

目が多く、他プログラムとの

横断型が比較的多い。 

 

 

  

-14--24--14-
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3-9  90.9 65.0 
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3-13  63.6 35.7 

 
3-14 

 
100 54.5 

 
3-15  100 59.1 

 
3-16  63.6 57.1 
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４．畜産学分野の課題設定・解決能力向上のための学修方法 

No 事項 開講してい

る大学の割

合（％） 

開講大学の

内、必修また

は選択必修

としている

大学の割合

（％） 

備考 

 

4-1 卒業論文 100 95.5 

 

殆どの大学が必修として開

講している。 

4-2 家畜育種学関連実験

実習 

90.9 75.0 殆どがラボラトリー的手法。 

4-3 家畜繁殖学関連実験

実習 

95.5 85.7 

 

すべてがラボラトリー的手

法。 

4-4 家畜飼養学関連実験

実習 

95.5 81.0 ラボラトリー的手法とフィ

ールド科学的手法とが見ら

れるが、前者が多い。 

4-5 家畜管理学関連実験

実習 

86.4 84.2 ラボラトリー的手法とフィ

ールド科学的手法とが見ら

れるが、後者がやや多い。 

4-6 家畜生体機構学関連

実験実習 

100 86.4 

 

殆どがラボラトリー的手法。 

4-7 畜産物製造学関連実

験実習 

68.2 80.0 ラボラトリー的手法とフィ

ールド科学的手法とが見ら

れるが、前者が多い。 

4-8 家畜を主な対象とす

る農場実習 

90.9 95.0 すべてがフィールド科学的

手法。 

4-9 一般の農場実習 77.3 70.6 

 

すべてがフィールド科学的

手法。 

4-10 インターンシップ 86.4 15.8 インターンシップのほかに、

少数ではあるが応用農力、郊

外牧場実習、学外実習等も見

られる。 

4-11 その他の科目 40.9 44.4 食の安全科学技術演習、基礎

農力、国内牧場実習、動物防

疫学実習、野生動物野外実

習、伴侶動物学実習等の演習

や実習が見られる。 

 

  

-17--27--17-
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